
消防の動き '23 年 7 月号 -4- 

１ はじめに 

 令和４年度消防庁女性活躍ガイドブック（以下「ガイ

ドブック」という。）では、取組事例をまとめて参照する

ことが可能となるようなレイアウトに変更するなど、利

便性向上に向けた工夫を凝らしました（イメージ図参照）。

各消防本部において女性消防吏員の更なる活躍推進に向

けた取組を検討する際に是非ご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女性消防吏員の数、割合等の現状（第３章関係） 

 消防庁では、平成 27 年に開催した「消防本部における

女性職員の更なる活躍に向けた検討会」の提言内容を踏

まえ、「消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向

けた取組の推進について（平成 27 年７月 29 日付け消防

庁次長通知）」を発出し、全ての消防本部との共通目標と

して、「全国の消防吏員に占める女性消防吏員の割合を、

令和８年度当初までに５％に引き上げること」を掲げて

います。 

令和４年４月１日現在、全国の723消防本部のうち602

消防本部で 5,585 人の女性消防吏員が活躍しており、全

消防吏員に占める女性の割合は 3.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 消防本部における効果的な取組事例の紹介 

（第１章関係） 

以下①～④の項目について、各消防本部の具体的な取

組事例を紹介するとともに、⑤で若手女性消防吏員の生

の声を紹介しています。（次頁参照） 

① 女性消防吏員の採用拡大に向けた取組 

② 女性専用施設・装備の改善 

③ 適材適所を原則とした職域の拡大 

④ ライフステージに応じた様々な配慮 

⑤ 若手女性消防吏員の声 

４ 「女性消防吏員活躍推進モデル事業」の紹介 

（第２章関係） 

女性消防吏員の更なる活躍推進に関する先進的な取組

として令和４年度に採択された以下の６団体の事例を紹

介しています。（次々頁参照） 

 ① 青森県 

 ② 宮城県消防学校 

 ③ 仙台市消防局（宮城県） 

 ④ 酒田地区広域行政組合消防本部（山形県） 

 ⑤ いわき市消防本部（福島県） 

 ⑥ 佐倉市八街市酒々井町消防組合（千葉県） 

５ おわりに 

消防分野においても、女性の力を最大限に活用して組

織の活性化を推進することは重要課題です。引き続き、

消防庁においても各消防本部が行う取組を支援していく

ため、ＳＮＳ等を通じた消防業務の魅力の発信や、各種

イベント等の開催による採用広報活動の強化等を行い、

女性消防吏員の活躍推進に向けた取組を強化していきま

す。 

 

  

 

 

「令和４年度 消防庁女性活躍ガイドブック」の作成について 

消防・救急課 

＜デザイン変更の考え方イメージ図＞ 

＜女性消防吏員「０名」消防本部数の推移＞ 

＜消防吏員に占める女性割合の推移＞ 

過去のガイドブック一覧 令和４年度版 
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  四街道市消防本部（千葉県） 
ケーブルネットを活用した広報 

相模原市消防局（神奈川県） 
女子大学生とのコラボによる 
広報用デザイン防火衣の制作 

四日市市消防本部（三重県） 
女性向けオンライン就職説明会 

① 女性消防吏員の採用拡大に向けた取組 

② 女性専用施設・装備の改善 

名張市消防本部（三重県） 

四日市市消防本部（三重県） 

③ 適材適所を原則とした職域の拡大 

相模原市消防局（神奈川県） 
署緊急消防援助隊女性隊員受援訓練 
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【消防本部における効果的な取組事例の紹介】 
令和４年度版 
ガイドブックはこちらから→  

＜ガイドブック掲載事例の紹介＞ 

④ ライフステージに応じた様々な配慮 

相模原市消防局（神奈川県） 
日勤救急隊の運用 

名張市消防本部（三重県） 
マタニティ制服の導入 女性消防吏員活躍推進研修会 

四日市市消防本部（三重県） 
育児休業からの復帰 

⑤ 若手女性消防吏員の声 

名張市消防本部（三重県） 
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令和元年度採用 令和２年度採用 

令和４年度採用 
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【「女性消防吏員活躍推進モデル事業」の紹介】 

モデル事業とは、平成 30 年度から実施している国の委託事業です。 
≪ ⽬  的 ≫ 

⼥性消防吏員の活躍をより積極的に推進し、消防⼒を充実強化していくため、全国で⼿本と 
すべき先進事例を構築し、各消防本部における検討の材料とするもの 

≪委託団体≫ 都道府県、市町村（特別区及び⼀部消防事務組合を含む。）及び消防学校 
≪委 託 費≫ １団体 20 万円〜200 万円 
≪委託内容≫ 消防分野における⼥性消防吏員の活躍をより積極的に推進することを⽬指す事業 

（例） ・⼥性消防吏員の採⽤を増やすための取組 
・⼥性消防吏員の活躍を推進するための意識改⾰や環境整備に関する取組 
・⼥性消防吏員の活躍について調査研究等を⾏う取組 
・⼥性消防吏員のリーダーシップを推進するための取組 
・男性消防吏員の家事育児参画を促進や⼥性消防吏員のサポートをするための取組  

≪応募⽅法≫ 
例年、消防庁が発出している「消防本部における⼥性消防吏員活躍推進モデル事業の委託 
に関する提案募集について」（消防・救急課⻑通知）をご確認ください。 

青森県 
テレビ CM（15 秒）の放映 

宮城県消防学校 
「宮城県消防学校女性消防吏員特別講習」新設プロジェクト 

いわき市消防本部（福島県） 
PR 動画をデジタルサイネージで放映 

仙台市消防局（宮城県） 
スポーツ専門雑誌広告掲載 

酒田地区広域行政組合消防本部（山形県） 
女子大生が制作した漫画パンフレットによる広報 

令和４年度版 
ガイドブックはこちらから→  

佐倉市八街市酒々井町消防組合 （千葉県） 
「さくら女子インターンシップ」の開催 


